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社会構造分野
森明雄,大揮秀行,杉浦秀樹
<研究概要>
A)ヒヒ類の研究
森明雄,杉浦秀樹
サウジアラビア･タイフ市のダムとアル ･ルーダ
フ公園を利用するマントヒヒの群で,個体群動態.行
動学的.社会学的調査を行った.イヤー･タッグで標
識した個体の生存と所属するユニットを調べ.T社会構
造の分析を進めている.今年度も,ユニット構造の変
化を記録することができた.新たな発見としては.2003
年 1月に標識された2ユニットのメス達が,2003年 8
月,9月の44日間の調査期間中には調査地から消失し
ていたが,2004年 8月に,2つのユニットはまとまっ
て調査地に帰ってき,毎日観察された.ダムサイト群
は閉じられた系ではなく,近隣群との交流が重要な課
題であると分かった.この観察は,マントヒヒの特徴
的社会構造であるクラン構造の存在に疑いを呈する観
察である.
また,エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダ
ヒヒのポピュレー ションの研究を引き続き行っている.
B)中央アフリカ乾燥サバンナにおける霊長類の社会
生態学的野外研究
大洋秀行
カメルーン北部でバクスモンキーの野外研究を
1986年以来行っている.今年度は,社会変動の研究を
基に,単雄群から複雄群-の社会進化のモデル作成に
取りかかった.調査地の生息嘱乳類‥鳥類のチェック
リスト資料をもとにした長期環境変遷の分析も引き続
き行っている.
C)ニホンザルの個体群動態 ･生活史 ･繁殖とその生
態学的決定要因の研究一
森明雄,大洋秀行,杉浦秀樹,深谷もえ (大
学院生)
高崎山の餌付け集団を対象に継続個体数調査を行
い,得られた人口学的基礎資料をもとに人口学的諸変
数を求め,個体群動態の研究を進めている.昨年度に
引き続き,出産率と個体群密度,オトナ雌数の間の相
関性を分析している (大浮).また宮城県･金華山.鹿
児島県 ･屋久島西部海岸地域の野生群を対象に,個体
群動態の継続調査を実施した (杉浦).
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